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悠々と泳ぐ古谷池のあいがもです。もうすぐ春ですね！ 

~3 月号のメニュー汽~ 
2・3頁 インディアカ大会 ま 

住みつづけたいまち 

住んでみたいまち 

■まちづくりの合言葉（キーワード） 

力一感 動（よろこびとやさしさ） 

ナー仲良し（ふれあいと協調） 

ダー大好き（ふるさと愛と自立） 

あなたのにゅーたうんKANADA 

4頁 かなだのむかしばなし 『 

5頁 農地ひとくちメモ 」’ 

6・7頁 今月は何かあるかな 

8頁 お知らせ 

9頁 心配ごとって？ 電 
10頁 あなたのための国民年金 ， 

11頁 パノラマたがわ 

12頁「コミュニティマーク決定」ま 

受賞者のみなさん 
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2月21日（日）

男女混合 

インディア力大会 

、 

作戦勺イ人 難しいこと言わない 

I IT/v~ I ー ただガンバロウねノ 
ちよつと、トスの位置が 

少し左にそれたけど・・・ 

あ～、ブロックを通り越してしまつた 

、 一， 

( ) 

優勝戦（日頃見なれない、エビぞり） 

●＠ 

(3) 1993年（平成5年）3月1日 1993年（平成5年）3月1日（2) 



か
な
然
の
む
か
し
ば
な
L
 

里
伴
さ
ん
の
は
な
し
 

彦
山
川
と
中
元
寺
川
流
域
を
開
 

こ
ん
し
て
、
田
や
畠
と
し
て
き
た
 

た

ん

ぼ

 

金
田
田
圃
は
、
農
民
の
苦
労
に
よ
 

っ
て
だ
ん
だ
ん
広
く
な
り
、
幕
末
 

に
近
い
お
よ
そ
百
七
十
年
前
の
、
 

文
政
、
天
保
年
間
に
な
る
と
、
平
 

原
、
里
混
い
成
竹
、
宮
床
、
人
見
 

な
ど
の
枝
郷
も
出
来
て
、
古
い
時
 

代
に
清
徳
さ
ん
が
開
設
し
て
、
長
 

い
間
利
用
し
て
来
た
水
路
の
水
で
 

は
潅
慨
用
詠
跡
不
足
し
、
日
照
り
 

が
続
く
と
川
下
の
田
圃
で
は
稲
が
 

穫
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

文
政
元
年
（
一
八
一
総
を
釜
 

佃
肘
価
庄
屋
と
な
っ
た
資
宗
卯
右
 

衛
門
は
、
こ
れ
を
何
と
か
し
て
金
 

田
の
隅
々
の
田
圃
ま
で
用
水
が
来
 

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
 

た。 

農地ひとくちメモ 

転
用
許
可
を
 

受
け
な
い
で
転
 

用
し
た
場
合
、
あ
 

る
い
は
許
可
の
 

条
件
に
違
反
し
 

て
目
的
ど
お
り
 

転
用
し
な
か
っ
 

た
場
合
ど
の
よ
 

ー
つ
に
な
り
ま
す
 

か。 
［失昌 

農
地
を
 

転
用
す
る
場
合
 

及
び
農
地
又
は
 

採
草
放
牧
地
を
 

転
用
す
る
た
め
所
有
権
、
賃
借
権
 

等
の
権
利
を
設
定
又
は
は
移
転
す
 

る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
都
道
 

府
県
知
事
の
許
可
（
農
地
が
二
ヘ
ク
 

タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
農
林
 

水
産
大
臣
の
許
可
）
を
受
け
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

転
用
許
可
を
受
け
な
い
で
農
地
 

の
転
用
を
し
た
場
合
に
は
、
農
地
 

法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
農
 

地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
は
生
じ
 

な
い
の
み
な
ら
ず
、
知
事
は
、
土
 

地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
、
他
 

の
公
益
及
び
関
係
人
の
利
益
を
衡
 

量
し
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
 

た
と
き
は
、
無
断
転
用
者
に
対
し
 

そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
工
事
 

等
の
中
止
、
又
は
相
当
の
期
間
を
 

定
め
て
原
状
回
復
そ
の
他
違
反
行
 

そ
し
て
井
堰
や
溝
を
見
て
ま
わ
 

り
、
村
人
と
も
相
談
し
て
、
狭
く
 

て
浅
く
な
っ
て
い
る
用
水
講
睦
掘
 

り
直
知
に
誕
張
け
廼
に
肥
」
ぐ
み
補
に
 

物
る
高
柳
井
堰
の
堰
留
石
組
を
仕
 

替
え
る
こ
と
。
ま
統
幣
に
水
流
め
 

わ
る
い
和
田
山
の
谷
溝
を
掘
り
貫
 

く
こ
と
な
ど
を
計
画
し
実
行
し
ま
 

し
た
。
記
録
に
よ
り
ま
す
詳
攻
級
 

八
年
に
は
用
水
溝
全
部
の
手
掘
貫
 

を
や
り
と
げ
、
天
保
十
年
か
ら
天
 

保
十
一
年
に
か
財
蔭
薪
井
堰
の
 

川
の
中
に
あ
る
井
手
石
組
を
仕
替
 

え
ま
し
た
。
更
に
天
保
十
五
年
か
 

ら
弘
靴
」
」
年
に
か
け
て
、
和
田
谷
 

溝
の
拡
張
手
掘
貫
を
完
成
さ
せ
て
 

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
か
か
 

る
こ
と
、
お
よ
そ
二
十
年
間
、
村
 

人
の
協
力
は
も
ち
ろ
ん
で
J
絞

 

資
」
跡
卸
右
衛
門
は
莫
大
 

な
私
財
を
な
げ
う
ち
、
 

昼
夜
を
わ
か
た
ず
こ
れ
 

に
あ
た
り
ま
し
た
。
》
」
 

の
た
め
井
堰
よ
り
金
田
 

田
圃
に
来
る
潅
慨
用
水
 

の
量
は
増
加
し
百
町
歩
 

の
田
畑
は
豊
作
を
続
け
 

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
 

0
 

？

 

・
 

弘
 

さ」 

為
の
是
正
の
た
め
必
要
な
措
置
を
 

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
罰
則
 

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
無
断
転
用
者
が
知
事
の
 

原
状
回
復
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
 

る
た
め
の
措
置
命
令
に
従
わ
な
か
 

っ
た
と
き
は
、
知
事
が
行
政
代
執
 

行
法
に
基
づ
い
て
違
反
者
に
代
っ
 

て
原
状
回
復
そ
の
他
の
措
置
を
行
 

い
、
こ
れ
に
要
し
た
費
用
は
無
断
 

転
用
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
ほ
か
、
罰
則
を
適
用
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
転
用
許
 

可
を
受
け
た
土
地
が
転
用
目
的
に
 

供
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
は
、
土
地
の
有
用
利
用
、
 

農
地
法
励
行
の
上
か
ら
み
て
好
ま
 

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
転
用
許
可
に
際
し
 

て
は
、
転
用
を
完
了
す
べ
き
期
限
 

等
に
関
し
て
条
件
を
付
し
て
お
 

り
、
許
可
を
受
け
た
者
が
こ
の
許
 

可
条
件
に
違
反
し
て
い
る
と
き
 

は
、
事
情
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
 

相
当
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
、
転
用
事
業
に
着
手
せ
ず
今
 

後
も
転
用
事
業
を
確
実
に
行
う
と
 

認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
許
可
条
件
 

の
変
更
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
は
 

金
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局
 

谷
2
2
1
6
6
5
5
 

で
も
そ
の
用
水
溝
や
井
堰
は
更
に
 

改
善
さ
れ
て
、
金
田
の
水
田
を
豊
 

か
に
稔
ら
せ
て
い
ま
す
。
 

一
身
を
捧
げ
て
地
域
の
た
め
に
 

働
い
た
資
宗
卯
衛
門
は
、
弘
化
三
 

年
九
月
二
十
七
日
に
享
年
六
十
七
 

歳
で
死
法
乳
ま
乳
た
。
肘
沃
た
ち
 

は
そ
め
勤
績
を
称
え
、
人
聴
陀
偲
 

訊
た
妬
餌
些
健
て
、
発
の
神
霊
を
 

里
保
神
と
称
し
て
肥
り
ま
し
た
。
 

現
在
稲
荷
神
社
拝
殿
の
南
側
に
 

建
つ
八
角
柱
の
妬
碑
が
そ
れ
で
、
 

農
嫁
物
人
々
総
浬
保
さ
ん
と
言
っ
 

て
崇
敬
し
、
清
徳
さ
ん
と
共
に
毎
 

年
十
月
五
日
に
そ
の
功
績
に
感
謝
 

す
る
祭
り
を
盛
大
に
行
っ
て
い
ま
 

す。 

つく 

こ
の
よ
う
に
郷
土
の
た
め
に
墨
 

さ
れ
た
方
を
祖
先
に
も
つ
こ
と
は
 

ふ
る
さ
と
か
な
だ
の
誇
り
で
す
。
 

中
央
公
民
館
 

短
歌
教
室
詠
草
 

置
き
去
り
に
さ
れ
た
る
如
き
山
茶
花
が
 

庭
に
ゆ
れ
を
り
誰
も
見
る
な
く
 

阿
部
 
重
宏
 

舞
扇
の
ひ
る
が
え
る
ご
と
渡
り
ゆ
く
雁
 

の
列
彦
の
川
原
の
空
を
 岡

野
 
富
司
生
 

孫
の
手
形
ぺ
っ
た
り
と
残
る
窓
ガ
ラ
ス
 

幾
度
も
拭
く
正
月
五
日
 山

口
 
倭
子
 

雨
ふ
れ
ば
泥
沼
に
な
り
し
こ
の
あ
た
り
 

今
で
は
車
の
駆
け
ぬ
け
て
ゆ
く
 

渡
辺
 
勝
由
 

ひ
と
り
居
の
淋
し
さ
に
負
け
ず
短
歌
の
 

道
励
み
な
さ
い
と
賀
状
届
き
ぬ
 

井
手
元
智
恵
子
 

わ
が
家
に
親
族
六
家
が
集
ま
り
て
平
成
 

五
年
の
元
旦
祝
ふ
 

藤
林
 
俊
信
 

ふ
る
さ
と
に
荒
れ
た
る
畑
を
残
し
る
て
 

子
育
て
お
へ
し
友
は
逝
き
た
り
 

加
治
 
智
子
 

雀
ら
が
昨
日
と
同
じ
ひ
い
ら
ぎ
に
押
し
 

合
い
な
が
ら
留
ま
る
タ
暮
 

佐
竹
 
喜
久
雄
 

梅
の
枝
に
と
ま
り
し
雀
五
六
羽
が
初
雪
 

ち
ら
し
跳
び
交
い
て
カ
る
 

上
原
 
安
子
 

五
十
年
ぶ
り
に
会
ひ
た
る
友
ど
ち
と
雛
 

の
手
を
執
り
戦
時
を
語
る
 

福
田
 

昌
 

こ
の
果
て
に
亡
夫
あ
る
ご
と
く
思
は
れ
 

て
冬
の
海
辺
に
一
人
件
む
 

うから 

小
野
 
と
め
子
 

家
族
ら
の
す
こ
や
か
な
れ
と
わ
が
庭
 

に
実
り
し
柚
子
を
初
湯
に
浮
か
べ
ぬ
 

」
肩
 
和
子
 

仔
猫
ら
の
喰
ひ
残
し
た
る
餌
を
あ
さ
る
 

親
猫
の
心
思
ひ
て
い
た
り
 

白
石
 
幸
造
 

正
月
を
わ
が
家
で
す
ご
せ
し
子
ら
孫
ら
 

戻
り
て
夫
と
二
人
の
静
け
さ
 

市
丸
 
須
磨
子
 

赤
と
青
の
色
を
競
え
る
わ
が
庭
に
黄
の
 

つ
わ
ぶ
き
が
彩
り
そ
ゆ
る
 

水
戸
 
サ
力
z
 

初
め
て
の
曾
孫
生
れ
し
よ
ろ
こ
び
を
拙
 

な
き
短
歌
に
託
し
届
け
む
 

香
月
 
ミ
サ
ヲ
 

三
人
の
子
と
孫
八
人
の
幸
を
希
ひ
つ
夜
 

毎
夜
具
に
く
る
ま
る
 

千
手
 
佐
起
子
 

耳
と
お
き
こ
と
も
利
点
の
ー
つ
に
て
悪
 

口
ら
し
き
も
我
に
聞
こ
え
ず
 

稲
富
 
み
つ
こ
 

級
友
ら
背
す
じ
を
の
ば
し
語
り
る
る
互
 

に
若
さ
を
と
り
も
ど
す
ご
と
 

香
月
 
こ
の
え
 

親
も
な
く
妻
な
く
子
な
く
戦
に
征
き
し
 

義
弟
の
早
五
十
年
忌
 

久
本
 
常
子
 

整
髪
を
し
た
て
の
人
が
カ
ー
デ
ガ
ン
を
 

羽
織
り
つ
つ
ゆ
く
年
の
瀬
の
街
 

白
石
 
信
子
 

い
つ
し
ら
ず
定
ま
り
カ
た
る
夫
の
座
の
 

空
き
た
る
ま
ま
に
新
年
と
な
る
 

加
来
 

ス
マ
子
 

初
詣
息
継
ぎ
登
る
き
ざ
は
し
に
わ
が
人
 

生
の
幸
せ
を
見
る
 

久
保
 

J
 

無
料
法
律
相
談
会
の
 

お
知
ら
せ
 

福
岡
県
弁
護
士
会
が
創
立
一
〇
 

〇
周
年
を
記
念
し
て
、
下
記
の
と
お
 

り
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
会
を
 

開
催
し
ま
す
。
 

金
銭
貸
家
、
土
地
等
の
不
動
産
問
 

題
、
相
続
、
親
子
関
係
等
の
家
庭
問
 

題
、
サ
ラ
金
問
題
、
交
通
事
故
そ
の
 

他
法
律
問
題
に
つ
い
て
弁
護
士
が
 

解
決
方
法
に
つ
い
て
助
言
致
し
ま
 

す。 受
付
順
に
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
 

の
で
午
後
3

時
半
ご
ろ
ま
で
に
お
 

越
し
下
さ
い
。
 

日
 
時
 
3
月
3

日
（
水
）
 

」」ふ俊1
時
か
ら
4
時
ま
で
 

場
 
所
 
金
田
町
社
会
福
祉
セ
ン
 

タ
ー
 

★
相
談
料
無
料
 

児
童
扶
養
手
当
等
の
 

支
給
日
が
変
わ
り
ま
す
。
 

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
 
ま
す
。
 

養
手
当
の
支
払
日
（
4

・
8

・ 12 

月
 

従
来
は
そ
の
翌
日
以
降
に
支
払
 

の
 11 

日
）
が
土
、
日
曜
、
祝
日
に
当
 

っ
て
い
ま
し
た
。
 

る
場
合
、
今
年
4

月
か
ら
支
払
日
 
★
詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係
へ
 

の
前
日
、
前
々
日
な
ど
の
平
日
に
 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

繰
り
上
げ
て
支
払
一
つ
こ
と
に
な
り
 

冨
2
2
1
6
6
6
4
 

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
 

会
に
対
し
て
御
寄
付
を
い
た
だ
き
 

ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
は
、
社
会
 

福
祉
事
業
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
 
長
 
藤
川
 
義
臣
 

（
香
典
返
し
）
 

故
 
谷
口
 

茂
様
 

福
 
丸
 

谷
口
ト
キ
ェ
様
 

故
 
相
原
 

ス
ミ
ェ
様
 

神
 
崎
 
吉
良
登
米
徳
様
 

故
 
神
寄
 
幸
子
様
 

若
 
草
 
神
寄
 
義
彦
様
 

故
 
上
地
 
泰
徳
様
 

神
崎
一
 

上
地
み
ち
こ
様
 

故
 
松
本
 
四
五
郎
様
 

本
町
三
丁
目
永
野
英
寿
様
 

文化講演会のお知りせ ） 

講演者 中村もとき氏 
（中村もときのおはようRKB) 

テーマ 放送で感じたこと 

講演日 平成5年3月13日（土）午後7時～ 

金田町総合会館 

金田町文化連盟 

金田町 

金田町教育委員会 

所
催
賛
 

場
主
協
 

誘
赫
購
し
た
o
 

次
の
方
か
ら
金
田
町
に
対
し
、
 

御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
金
は
、
社
会
福
祉
事
 

業
に
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
 

き
ま
す
。
 金

田
町
長
 
大
島
 
陸
雄
 

有
限
会
社
 
月
峯
興
産
 

代
表
取
締
役
 
月
峯
照
之
様
 

訂
正
と
お
詫
び
 

町
報
一
月
号
の
香
典
返
し
の
中
 

で
“
相
原
一
と
書
い
て
あ
り
ま
し
 

た
が
“
相
良
一
の
間
違
い
で
し
 

た
。
御
親
族
他
御
一
同
の
方
々
に
 

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
 

訂
 
正
 

故
 
相
良
 

モ
イ
様
 

人
 
見
 
相
良
 
道
義
様
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今月は何かあるかな 今月は何かあるかな 
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日 曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ こ よ み 

22 月
 

8:30- 17: 00 税 務 課 平成5年度固定資産課税台帳の 

縦覧最終日（-1) 
税務課賦課係 (谷22 一0555直通） 

NHK 放送記念H 

彼岸明け 
デー気象世界 23 火

 

24 水
 

9:00- 】 
10:00-15 :00 
10:00- 】 

金田小学校体育館 
金田中学校体育館 
福祉センター 
金田保育園 

修業式 
修業式 
心配ごと相談 
お別れ会食会 

金田小学校 
金田中学校 
社会福祉協議会 
金田保育園 

(容22 - 0061直ith) 
(冨22 - 0136直通） 
(谷22 -6631直通） 
(谷22一0435直通） 

25 木
 

、
 

、
 

？
 

0
0
~
 

0
0
~
 

0
0
~
 

かみかなだ保育園 
神崎保育所 
宝見保育園 

み
式
式
式
 

休
園
園
園
 

春
卒
卒
卒
 

金田小・中学校 
かみかなだ保育園 
神崎保育所 
宝見保育園 

(b 3
、J
、J
／、、ノ 

n
通
通
通
 

」
直
」
旦
直
 

・
→
3
9
5
 

6
5
9
3
 

0
6
3
4
 

0
3
3
4
 

一
 

一
 

2

り
乙
2
9
] 

。
ノ
］
2
2
2
 

谷

谷

β

公

 

26 金
 

二 

(A'22 - 0555直通） 

(谷22 -0435直通） 
27 十

 10:00 金田保育園 
庁
 

閉
 

曜
 式

 

土
園
 

卒
 

総務課庶務係 

金田保育園 

⑩
 

日
 

10:00 -14:00 英彦山川と中元 
寺川の合流点 菜の花コンサ―ト 

社会教育課 （公22 -2200直通） 

29 月
 

30 火 
＼
 

一
 

宝見保育園 修了式 宝見保育園 (容22 -4435直通） 

31 水
 

8 : 30-17 : 00 総務課会計係 2月分水道料金納付期限日 水道課業務係 (谷22 -6669直通） 

教育基本法・学校教育 

記念日発布法 

1993年（平成5年）4月（卯月［うづき］APRIL) 

1 

木 

10:00
 
- ' 

金田保育園 

かみかなだ保育園 

広報『カナダ』4月号発行 

入園式 

企画開発課 (冒22一0556直通） 

エイプリル・フール 

。ノ］ 

金 

9:00
 夜須少年自然の家 ジュ二列ーダー講習会（-4 日） 社会教育課 (容22 一2200直通） 

nJ 

土 二
 

④ 
日 

添田公園花まっり 

福智山山開き 

5 

月 

8
 : 
30-金田小・中学校 始業式 金田小・中学校 (容22-006 1・0136) 

 bn

火 
春の全国交通安全運動週 

間 

［ー 

水 

13
 
: 
30-14
 
: 
30
 
町民会館 ッべルクリン反応 福祉課環境衛生係 

世界保健デー 

(容22 -6664直通） 

七j 

「り o 

J J 
J 9 

今月のメインイベント 

⑦
 

日
 

8 : 30-14 : 00 
町民会館 町民綱引大会 社会教育課 (容 22 一2200直通） 

⑩
 

口］ 

10 : 00-14 : 00 彦山川と中元寺 

川の合流点 菜の花コンサート 社会教育課 (容22 一2200直通） 

※月間・旬間・週間はそれぞれ1ケ月・10日間・1週間をとうして実施されます。 

1993年（平成5年）3月（弥生［むっき］MARCH) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 こ よ み 

1
 

月
 

8・30 -17:00 税 務 課 
広報『カナダ』3月号発行 
平成5年度固定資産課税台帳の 
縦覧開始（-22日） 

企画開発課 
税務課賦課係 

(容22 一0556直通） 
(容22 -0557直通） 
労働組合法施行記念日 
英彦山神宮潮井とり 
春季全国火災予防運動 
全国緑化運動 

。
乙
 火 

10 : 40- 金田小学校体育館 6年生を送る会 金田小学校 (谷22 一0061直通） 

Q
U
 水

 

13 : 00-16 : 00 福祉センター 無料法律相談 総務課庶務係 (谷22 一0555直通） 
耳の日 ひな祭り 

4
 

木
 13 : 30-14 : 30 

第1長寿園 
宇都宮医院 

おとしよりとの交観会 
麻しん（はしか）予防接種 

宝見保育園 
福祉課環境衛生係 

(容22 -4435直通）立春 
(容22一6664直通） 

に
J
 金

 

9:00～ ・ 
13 : 30-14 : 30 

金田中学校 
役場二階議事室 
吉田医院 
金田小学校 

1・2年期末テスト（-8日） 
定例議会（-17日） 
麻しん（はしか）予防接種 
卒園児小学校見学 

金田中学校 
総務課庶務係 
福祉課環境衛生係 
神崎保育所 

(容22一0136直通） 
(冒22一0555直通）啓塾 
(容22 - 6664直通） 
( '22一3399直通） 

6 土 土 曜 閉 庁 総務課庶務係 (冒22 -0555直通） 

（包 日
 8 : 30-14 : 00 町民会館 町民綱引大会 社会教育課 

消防記念日、旧浬磐会 

(容 22 一2200直通） 

8
 

月 金田中学校 

金田小学校 

広報『力ナダ』4月号原稿締切日 

3年生給食最終日 

卒園児小学校見学 

企画開発課 

金田中学校 

宝見保育園 

(谷22 -0556直通） 

(容22 一0136直通） 

( '22 一4435直通） 

。
U
 火

 

13 : 30--

14 : 30--

田川中央隣保館 

金田小学校 

就職生を励ます会 

新1年生打合せ会 

金田中学校 

金田小学校 

( '22 一0136直通） 

(冒22 一0061直通） 

10 水
 13: 30-16:00 

直方・多賀公園 
役場2階議事堂 

県立高校入学試験 
お別れ遠足（延期の場合はH日） 
農業委員会 

金田中学校 
神崎保育所 
産業労働課 

( '22一0136直通） 
( '22 -3399直通） 
(容22 -6665直通） 

11 木
 

12 金
 

10 : 00~ 
9 : 00~ ' 

17 : 00-

金田中学校体育館 
かみかなだ保育園 
神崎保育所 
宝見橋・黒尾橋上流 

第46回卒業式 
お別れ会 
茶話会（さわかい） 
サケの放流 

金田中学校 
かみかなだ保育園 
神崎保育所 

(' 22一0136直通） 
東大寺二月堂お水取り 
(谷 22一3399直通） 

13 土
 

19 : 00-21 : 00 総合会館 

金田小・中学校 

土 曜 閉 庁 

文化講演会 
休 業 日 

総務課庶務係 

社会教育課 
金田小・中学校 

(合 22一0555直通） 
(君22 -2200直通） 
(谷22 -0061 ・ 0136) 

⑩
 

日
 

二 

15 月
 

英彦山神宮御田祭 
金村神社豊作祈願御田植 

16 火
 

9 : 30 ~ 金田小学校体育館 卒業式 金田小学校 (容22 -0061直通） 

17 水
 

彼岸入り 

18 木
 

県立高校合格発表 
給食最終日 
お別れ遠足 

金田中学校 
金田小学校 
宝見保育園 

(冒22一0136直通） 
(公22一0061直通） 
(' 22 -4435直通） 

19 金
 

⑩
 

土
 

二 土、曜 閉 庁 総務課庶務係 (容22 -0555直通） 

春分の日 春分 

⑨
 

け
口
 二 

ー
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 ※ ご注意ください。 i翻難嬢斑：譲： は、すべて役場が休みの日です。 ※入学式金田小学校4月8日（木）金田中学校4月9 日（金） 
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‘少配こと相談って？‘ 
心配ごと相談は、ひろく住民の日常生活上のあわゆる相談に応じ、適切な助言、援助を 

行って地域住民の福祉の増進をはかることを目的とし（毎月第4水曜日）に、金田町社会 
福祉センター（金田駅西口）で行なわれています。 

皆さんの相談に応じる相談員は懇切丁寧に相談に応じ問題の解決につとめ、また正当な 

理由なく相談によって知り得た秘密を漏らしません。なお相談は無料で次のような相談内 
容に応じていますのでどしどしご相談ください。 

相 談 内 容 

大分類 番号 相談事項 例 

暮

し

・

住

い

 

1
 

生 計 問 題 
公的扶助（生活保護）、世帯更生資金、ローン問題、公私借入問題、生活苦 

からのサラ金借入、小口資金借入、法外援護資金、留守家庭問題、出稼ぎ 

2 年 金 問 題 福祉年金、厚生年金、国民年金、その他の年金、年金手続 

3 職業・生業問題 求職、転職、内職、賃金、労働問題、授産、技能習得、雇用者側からの相談 

4 住 宅 問 題 借家、借地、間借、転居、家賃、増改築 

家
 

族
 

5 家 族 問 題 
夫婦関係、親子関係、嫁と姑、家庭不和、扶養問題、別居、蒸発、親族関係、 

行方不明 

6 結 婚 問 題 結婚前後の問題、婚前教育、結婚相談、内縁関係 

7 離 婚 問 題 
離婚相談、離婚手続、慰謝料、養育費、親権者指定・変更、面接交渉、財産 

分与、離婚後の紛争 

健

康

・

医

療

 

8 健康・衛生問題 
健康増進、地域保健、環境浄化、環境整備、薬事、衛生、麻薬、毒劇、覚せ 

い剤、公害 

9 医 療 問 題 
伝染病、成人病、歯科衛生、優生保護、医療施設、リハビリテーション、医 

療保健、医薬品、医療過誤、医療費用 

10 精神衛生問題 情緒障害、神経症（ノイローゼ）、アルコール中毒、精神疾患 

法
 

律
 

11 人権・法律問題 人権侵害、法律扶助、法律手続、法律解釈、法律問題、暴力 

12 財 産 問 題 
遺産分割、遺言、寄与分、土地売買、境界線（相隣問題）、金銭貸借、名義 

変更、共有財産、債務整理、贈与 

13 事 故 問 題 交通事故、災害、傷害、不慮の事故 

福
 

祉
 

・ 

教
 

育
 

14 
児童福祉・ 

母子保健問題 

健全育成、要保護児童、児童福祉施設措置、児童手当、里親、家族計画、母 

乳育児、出産、妊産婦 

15 
教 育 

青少年問題 

長欠児、進学、受験、非行、怠学、保護、家庭内暴力、校内事故、友人関係、 

性 

16 
心身障害者（児） 

福 祉 問 題 
介助、介護問題、生活器具問題、就学問題、手帳、手当、住宅、就労、医療 

17 
母子・父子 

福 祉 問 題 

母子家庭、父子家庭、母子・寡婦資金、手当、住宅、家事援助、養育・教育、 

就労 

18 老人福祉問題 
介助、介護、独居、ねたきり老人、老人医療、老人就労、老人福祉施設、老 

人クラブ、手当 

そ
の
他
 

19 苦 情 問 題 行政施策に関する苦情、相隣関係の苦情、その他苦情一般 

20 そ の 他 上記に属さない問題 

J 

\＼技術講習会／/ 
＼、×／ 

1．科 目 簿記・ワープロ 

2.定 員 30名 

3.講習期間 4月19日～6月4 日 

述べ21日間 

（主に毎週月、水、金曜日） 

4．講習時間 10時～16時（1日5時間） 

5．受講料 無料（但し教材費は負担） 

6．講習会場 飯塚総合庁舎会議室 

（飯塚市新立岩8番1号） 

7．申込受付 3月8日～9日 

日 時9 : 00 -' 12 : 00、 

13:00 -17:00 

8.申込方法 電話申し込み 

申込時に面接日時を指定 

し、面接後に選考します。 

9．申込及び問合先 

飯塚市新立岩8番1号 

（飯塚総合庁舎lF) 

福岡県女性就業援助センター 

容 0948 -23 -4156（直通） 

谷 0948 -23一4111（内線358) 

福岡県高齢者総合相談センター 

（シルバ一110番）のご案内 

シルバ-110 番では、お年寄りやその家族の方々などが抱える、 
福祉や保健・年金等にっいての悩みごとや心配ごとの相談をお受 

けしています。 

相談は無料で、秘密は守りますので、お気軽にご利用下さい。 

類
 

炎
 

談
 

談
 

談
 

談
 

護

談

 

唯
 

相
 

柳
 

脚
 

柳
 

錦
 

助
 

叡
 

般
 

住
 

法
 

医
 

年
 

健

相

 

相
 

一 

専
門
相
談
 

予
約
制
 

相 談 内 容 等 相談日 時 

月曜日～金曜日 

9:00 '-16・00 

土曜日 

（第2・第4除く） 

9 : 00'-12 : 00 

火曜日 

13:00- 16:00 

水曜日 

13 :00---16 :00 

木曜日 

10 :OO-14 :00 

金曜日 

10 :00-16 :00 

月曜日～金曜日 

9 】 00-16 : 00 

在宅サービス・老人ホーム入所手続き・教 

養・レクレーション等、生活全般に関わる 

こと 

高齢者が住みやすい住宅にするための増 

築・改築・新築等に関すること 

遺産相談・財産・権利・離婚・扶養・金銭 

貸借等のもめごと（原則面談） 

高齢者の医療に関すること 

国民年金・厚生年金等各種年金の受給資 

格・申請手続き等 

高齢者の健康管理・家庭での介護の仕方・ 

介護用品・福祉機器のことなど 

◇電話での相談は…092 一761 - 6161へどうぞ 
◇面接での相談は…福岡市中央区六本松1 -2 一22 

福岡県社会福祉センタ-2階へどうぞ 

田川東・西田川高等学校 

定時制生徒補充募集 

1.募集人数 一年生…若干名 

2.願書受付 

平成5年3月19日（金） 

'-3月24日（水） 

3.検査日時 

平成5年3月25日（木） 

午前10時より 

4．検査会場 

田川東・西田川各高等学校 

5．合格発表 

平成5年3月26日（金） 

6‘検査科目 

国語・社会・数学・理科・英語及び 

面接 

7,受検料600円 

※2年生以上の転・編入試験も同じ 

日時に実施します。 

詳細は各学校へ問い合わせてくださ 

し、。 

（願書、入学案内を準備しています） 

田川東高校 谷44 一3015 

西田川高校 冨44 -0125 

NHK学園の 

通信講座で学習をノ 

NHK学園では、春期の生涯学 

習講座受講生を募集していま 

す。 

▽生涯学習講座（通信講座） 

教養と趣味を深めるための毛 

筆「日常の書」、書道、硬筆、 

俳句、短歌、囲碁など72講座 

です。 

申込受付 2月1日～4月30日 

☆詳しい案内書をご希望の方 

は、 

〒186-0 1 

NHK学園8E1 2係あてハガキに 

あなたの郵便番号、住所、氏名、 

電話番号とを記入のうえご請求 

ください。 

案内書は無料です。 

谷(0425) 72 -3151 （代表） 
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⑥3月7日（日） 

午前9時～ 

第12回糸田町青少年健全育成 

推進大会 

ところ 文化福祉会館 

⑥3月15日（月） 

午後3時～ 

お田植祭 

ところ 金村神社 

⑥3月21日（日） 

午前9時3〇分～ 

町民歩け歩け大会 

ところ 町民体育館前集合 

03 月7日（日） 

午前1〇時～ 

町民囲碁大会 

ところ 方城町中央公民館 

お層図 

⑥3月7日（日） 

午前9時～ 

第8回今任地区駅伝大会 

ところ 上今任広場 

鼠留 

03 月21日（日） 

午前9時3〇分 

第11回村民駅伝大会 

集合場所 

JA 赤村．集荷場 

田 棚嗣 
⑥3月6日（土） 

シルバー趣味の教室作品展 

ところ 田川青少年文化ホール 

（入場無料） 

03 月7日（日） 

午後1時～ 

シルバー芸能大会 

ところ 田川青少年文化ホール 

（入場無料） 

国国回 
03 月7日（日） 

午前1〇時～ 

神宮院梅まつり 

ところ 香春町殿町 

（神宮院・ 

高座石寺一帯） 

03 月7日（日） 

午前9時3〇分ヘノ 

香獄館創立1〇周年記念射会 

ところ 香春町高野 

「香春町弓道場」 

03 月14日（日）・28日（日） 

午前9時～ 

ふれあい朝市 

ところ 香春町役場前 

03 月28日（日） 

午前9時～ 

第4回香春町ウオークラリー 

ところ 香春町中央公民館 

／⑥3 月28日（日）10 :00 ' ' 

× 

金 田 町 

皿圏回 
⑥3月14日（日） 

午前9時ヘノ 

シニア・スポーツフエスタ 

ところ 町民運動公園 

03 月21日（日） 

町民卓球大会 

ところ 勤労者体育センター 

03 月21日（日） 

春のバドミントン大会 

ところ 町民会館 

⑥4月4日（日） 午前9時～ 

綱リンピック 

ところ 町民会館 

冠国図 

⑥3月7日（日） 

午前9時～ 

第8回子ども祭り 

ところ サン・スポーツランド 

⑥3月2〇日（土） 

午後6時3〇分ヘノ 

フラインクエレフアンツ＆広島 

ベンチャーズ 

ジョイント・コンサート 

ところ オークホール 

入場料3,00〇円 

（全席自由） 

問い合せ 川崎ミユージック村 

(冨73 -2101 ) ) 

⑥3月26日（金） 

午後6時～ 

田川ユースウインドアンサンフ7レ 

第5回定期演奏会 

ところ オークホール 

入場料一般 50〇円 

学生 30〇円 

問い合せ 田月~ユースウィソドアソサソブル 

（冨45-41 55井上方） 

コン ノ 
彦山川と中元寺川の合流点ノ 
ト 

J 

あなたのための 

回 屍 
納め忘れはありませんか 
未納は大敵ノ国民年金保険料 

・保険料を前納する 保険料の未納をチェツク！ 

国民年金保険料は、 
4月から 

10, 500円になります。 
納めたくても納めるのが困難 

国民年金の被保険者の中に 

は、経済的な理由などで納付が 

困難な方もいらっしゃいます。 

国民年金制度には、このような 

方のために保険料の免除制度 

が設けられており、一定の条件 

に該当すれば保険料の免除を 

受けることができます。 

年金を確実に受けるための 
ポイント 

年金を受けるためには、保険 

料を確実に納めるか、免除を受 

けるかのどちらかの方法しか 

ありません。とにかく未納

ままにしておかないことが肝 

心です。 

平成4年度も残りあとわず 

か。万がーのときのために国 

民年金保険料の納め忘れがな 

いか、チェックしましょう。 

たったーか月の納め忘れで、 

事故や病気で障害になったと 

きや一家の働き手を失ったり 

したときに、年金を受けられな 

いということがないよう今一 

度お確かめください。 

特にご注意いただきたいの 

は、事故に遭ったり病気になっ 

たあとで、まとめて保険料を納 

めても年金を受けられない場 

合があります。納め忘れの保 

険料は、できるだけ早く納めま 

しょう。

納め忘れをなくすために！ 

・口座振替を利用する 

・納付組織に加入する 

〇保険料負担にご理解を！ 

国民年金保険料は、3月まで月額 

9,700円でしたが、平成5年4月から 

月額10,500円になります。 

これは、老齢基礎年金等の年金額 

の改善に伴い、給付と負担のバラン 

スをとるため、毎年段階的に引き上 

げられているものです。年金制度 

は、保険料を納めている働く世代 

と、年金を受けているお年寄り世代 

との、社会的な支え合いのしくみで 

成り立っています。 

国民年金が健全に運営され、誰も 

が安心して老後を迎えることができ 

るように保険料の引上げにご理解と 

ご協力をお願いします。 

なお、付加保険料はこれまでどお 

り月額400円です。 

年
金
手
帳
左
D
入
切
に
し
ま
し
ょ
ー
つ
 

，

ー

仏

・

 

J 

0 

J 

国民年金保険料は便利でお得な前納制度をノ 

国民年金保険料は、前納することができます。前納すると毎月納める手間が省け、納め忘れがない 
うえに保険料が割り引かれますので、ぜひご利用ください。 
4月中に平成6年3月までの1年分を前納する場合の保険料額は表のとおりです。 

※年金は世代と 

世代の 

支え合い 

平成5年度の保険料額 

× 定額保険料 定額保険料＋付加保険料 

毎月納めた場合 

a 

(10,500円×12月） 

126,000円 

[(10,500円＋400円）×12月〕 

130,800円 

前納した場合 

b 

122,960円 127,640円 

割り引き額 

a一b 
3,040円 3,160円 
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1 月19日付 特別号「コミュニティマーク決定」 

受賞者のみなさんです 

もも 

原 島 勝 則さん 

重 森 正 治さん 

楠 木 慶 範さん 

日 野 洋 子さん 

秋 山 裕 司さん 

‘ュ i犬 

山 下 章 子さん 

浦 野 友香理さん 

原 口 恭 兵さん 

池 田 秀 子さん 

辰 島 瑞 恵さん 

綴
集
後
記
 

カM
縮
 

春
分
の
日
を
中
心
と
し
た
七
日
間
 

が
「
春
の
彼
岸
」
で
、
秋
分
の
日
を
中
 

心
と
し
た
七
日
間
が
 
「
秋
の
彼
岸
」
 

で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
こ
の
時
期
、
 

先
祖
の
墓
参
り
を
し
ま
す
。
 

彼
岸
は
仏
教
か
ら
き
た
言
葉
で
、
 

生
死
を
離
れ
た
平
安
な
悟
り
の
世
界
 

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
迷
 

し

が

ん

 

い
や
苦
し
み
の
多
い
現
世
を
此
岸
と
 

い
い
ま
す
。
 

彼
岸
に
仏
教
の
行
事
を
行
な
う
の
 

は
、
季
節
の
変
わ
り
目
だ
か
ら
と
も
 

い
い
、
ま
た
、
彼
岸
の
中
日
に
は
、
太
 

陽
が
真
西
に
沈
む
こ
と
か
ら
、
西
方
 

浄
土
を
思
う
た
め
だ
と
も
い
わ
れ
ま
 

す。 「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
う
 

言
葉
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

場
所
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ
っ
て
変
 

化
は
あ
り
ま
す
が
、
た
し
か
に
こ
の
 

時
期
は
季
節
の
変
わ
り
め
を
感
じ
ま
 

す
。
そ
れ
で
暖
房
は
春
の
彼
岸
ま
 

で
、
冷
房
は
秋
の
彼
岸
ま
で
と
、
彼
 

岸
を
目
安
に
し
て
い
る
ビ
ル
も
あ
り
 

ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
冷
暖
房
を
 

使
う
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
よ
う
 

で
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
三
月
三
日
は
「
耳
の
 

日」。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
 

と
し
て
欠
か
せ
な
い
 
「
聴
覚
」
 
に
障
 

害
を
も
つ
人
の
た
め
に
少
し
で
も
役
 

立
と
う
と
、
昭
和
三
十
一
年
に
始
ま
 

り
、
今
年
で
三
十
八
回
を
迎
え
ま
す
。
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